
 

3    8   30 

広域 太郎                １２３４５６７８ 

広域 花子                ８７６５４３２１ 

 

✔   ✔ 

 

                   ✔  

 

飲食業 定食屋〇〇 

105,010          0       105,010 

103,200          0       103,200 

106,080          0       106,080 

101,100          0       101,100 

150,200          0       150,200 

100,200          0       100,200 

80,050          0        80,050 

78,460          0        78,460 

74,686          0        74,686 

69,947          0        69,947 

65,805          0        65,805 

55,221          0        55,221 

                     1,089,959 

 

✔ 

✔ 

      ✔ 

      ✔ 

      ✔ 

      ✔ 

✔ 

3,329,440                1,200,000                            2.129,440 

記入例 

「主たる生計維持者」とは基本的に「その世帯の世帯主」のことをいいます。 

後期高齢者医療保険の被保険者番号を記入してください。主
たる生計維持者が被保険者の場合も、記入してください。 

この用紙で申し出る収入の種類に✓をつけてください。収入の減少
割合が 30％以上の収入の種類ごとに 1枚ずつ記入してください。 税務申告などを参考に記入

してください。 

実績もしくは見込の収入額を記入してくださ
い。 
※収入は、税務申告と同じ考え方で計上してく
ださい。なお、国や自治体から支給されるもの
（休業要請協力金等）は除いてください。 
 
原則、申請月の前の月分までは実績として計
上してください。 

Ⓐ 
保険金、損害賠償
などで補填され
る金額がある場
合は、「収入額」欄
に加算して記入
してください。 
※国や自治体か
ら支給されるも
の（休業要請協力
金等）は含めませ
ん。 
 
Ⓑ 
家事消費分・その
他収入金額があ
る場合は、計上し
てください。 

税務申告（確定申告や住民税申告）書類を確認
し、この用紙で申し出る収入種類の令和 2 年分
（令和２年 1月 1日～令和 2年 12月 31日）
の収入額を記入してください。 

令和 2年中（令和２年 1月 1日～令和 2年 12月 31日）に
国や自治体から支給されたもの（持続化給付金・休業要請協
力金等）を記入してください。 



 

（例） 
令和 3年 1月～7月までは実績額として、745,840円を計上しました。 
令和 2年 1月～7月は 1,381,640円だったため、減少割合は 46.0177…％でした。 
令和 3年 8月～12月の見込み額は、減少割合 46.0177…％を 
令和 2年 8月以降の月別収入額に乗じた金額としました。 

 

収入の見込額を計算した方法を記入してください。見込方法に決まりはありませんが、合理的・客観的な
方法により見通しを立ててください。 

令和３年中、国や各自治体から支給された各種
給付金（実績額）について受給している場合は、
記入してください。 
※空欄の場合は「０円」と判断して審査します。 
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